
平成30年度全日本総合バドミントン選手権大会

平成３０年１１月２６日－１２月２日 駒沢オリンピック公園総合運動場体育館
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Ｑ 印は予選勝ち上がり選手

当システムでは途中棄権の試合は勝者のゲームカウントを「２」としています
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渡 辺 勇 大
（東京都）

東 野 有 紗
（日本ユニシス）

1

桐 田 和 樹
（東京都）

勝 俣 莉 里 香
（ 法 政 大 学 ）

2

井 上 拓 斗
（東京都）

岩 永 鈴
（日本ユニシス）

3

西 川 裕 次 郎
（東京都）

尾 﨑 沙 織
（ＮＴＴ東日本）

4

河 崎 駿 輔 （岐阜県）

河 崎 綾 佳 （宮城県）
（ 丸 杉 ）

（七十七銀行）

5

高 階 知 也 （北海道）

江 藤 理 恵 （広島県）
（新篠津開発）

（ 広 島 ガ ス ）

6

金 子 祐 樹
（東京都）

中 西 貴 映
（日本ユニシス）

7

久保田 友之祐 （富山県）

松 山 奈 未 （熊本県）
（トナミ運輸）

（再春館製薬所）

8

竹 内 義 憲 （神奈川県）

加 藤 美 幸 （山口県）
（日立情報通信エンジニアリング）

（ＡＣＴ ＳＡＩＫＹＯ）

9

市 川 和 洋
（神奈川県）

池 内 萌 絵
（日本体育大学）

10

高 野 将 斗 （神奈川県）

柏 原 み き （山口県）
（日立情報通信エンジニアリング）

（ＡＣＴ ＳＡＩＫＹＯ）

11

小 林 優 吾 （富山県）

志 田 千 陽 （熊本県）
（トナミ運輸）

（再春館製薬所）

12

権 藤 公 平 （富山県）

栗 原 文 音 （東京都）
（トナミ運輸）

（日本ユニシス）

13

小 倉 由 嵩 （東京都）

吾 妻 咲 弥 （東京都）
（ 日 本 大 学 ）

（早稲田大学）

14

仁 平 澄 也
（東京都）

上 杉 夏 美
（ 明 治 大 学 ）

15

渡 邊 達 哉
（熊本県）

小 野 菜 保
（再春館製薬所）

16

岡 村 洋 輝
（東京都）

星 千 智
（日本ユニシス）

17

浦 井 唯 行 （岐阜県）

宮 浦 玲 奈 （東京都）
（ 丸 杉 ）

（ヨネックス）

18

三 橋 健 也 （東京都）

篠 谷 菜 留 （東京都）
（ 日 本 大 学 ）

（日本ユニシス）

19

藤 野 琢 人 （東京都）

福 万 尚 子 （東京都）
（ＮＴＴ東日本）

（ヨネックス）

20

鈴 木 大 裕 （宮城県）

今 井 優 歩 （山口県）
（東北マークス）

（ＡＣＴ ＳＡＩＫＹＯ）

21

緒 方 友 哉 （東京都）

安 田 美 空 （茨城県）
（ 日 本 大 学 ）

（ 筑 波 大 学 ）

22

緑 川 大 輝
（埼玉県）

齋 藤 夏
（埼玉栄高校）

23

保 木 卓 朗 （富山県）

永 原 和 可 那 （秋田県）
（トナミ運輸）

（ 北 都 銀 行 ）

24


